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苅田メガソーラー発電所（グループ会社の九電みらいエナジー（株））

太陽光発電設備とCO2排出抑制量（2015年）
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※1：2015年度の販売電力量あたりのCO²排出量（調整後）を使用して試算。
※2：グループ会社（九電みらいエナジー（株）、宗像アスティ太陽光発電（株））による開発。
※3：共同開発（レナトス相馬ソーラーパーク：43,500kW）を含む。

（2016年5月末現在）
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→原子力発電の約1/3

敷地面積 0.6k㎡
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■ 発電所の跡地等を活用した太陽光発電の推進
　当社発電所跡地等を活用したグループ会社によるメガ
ソーラー開発に取り組んでいます。2015年8月には、九
電みらいエナジー（株）による出力1,000kWの

か ん だ
苅田メガ

ソーラー発電所（福岡県
みやこ
京都郡苅田町）が運転を開始しま

した。この発電所は、当社送電線下の用地等を活用してお
り、運転による年間のCO２排出抑制量は約500トン※1に
相当します。

詳細は九州電力ホームページ
関連・詳細情報（P2参照）　 リアルタイムデータ（メガソーラー大牟田発電所）

WEB
太陽光発電については、太陽光発電の概要とあわせて、
メガソーラー大牟田発電所の発電状況をリアルタイムで公開。

　太陽光・風力発電（100万kW）あたりのCO２排出抑制効果量は、当社の全電源平均と比較した場合で試算する
と、１年あたり、太陽光発電では約60万トン-CO２（設備利用率12％の場合）、風力発電では約120万トン-CO２
（設備利用率25％の場合）です。
　これに対して、原子力発電（100万kW）のCO２排出抑制効果量は、１年あたり、約320万トン-CO２（設備利用
率70％の場合）となります。
　また、太陽光や風力発電はエネルギー密度が低いため、大量導入には広大な敷地面積が必要となります。

＜原子力・太陽光・風力発電によるCO2排出抑制効果と敷地面積の比較（100万kW相当）＞

出典：敷地面積については、電気事業における環境行動計画2015年度版より抜粋。

【参考】 100万kWあたりの太陽光・風力発電によるCO２排出抑制効果について

社外ステークホルダーのご意見

再生可能エネルギーを十分活用できるよう、
受入れを拡大してほしい。

Ｐ16～17 再生可能エネルギー受入れへの対応

バイオマス発電・廃棄物発電設備とCO2排出抑制量（2015年度）単位：kW
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バイオマス
（下水汚泥）

松浦※6

（70万kW）
（長崎県）

（重量比で最大1％混焼）

バイオマス
（木質チップ）

苓北※6

（140万kW）
（熊本県）

29,200

一般廃棄物

福岡クリーン
エナジー※5

（福岡県）

11,350出力

1,200トン6,200トン43,200トン33,600トン
2015年度
CO2排出
抑制効果

バイオマス
（鶏糞）燃料

発電所
みやざき
バイオマス
リサイクル※5

（宮崎県）

（2016年5月末現在）

■ 廃棄物削減にも寄与するバイオマス発電の推進

※１：国の補助事業「平成21年度林地残材バイオマス石炭混焼発電実証事業」。
※２：木質バイオマス混焼量に、石炭1kgあたりのＣＯ2排出量と、石炭と木質バイオマスの

カロリー比を乗じて試算。
※3：下水汚泥と石炭のカロリー比から試算した石炭削減量に、石炭1kgあたりのCO2排

出量を乗じて試算。
※4：2015年度の販売電力量あたりのCO2排出量（調整後）を使用して試算。
※5：グループ会社による開発。
※6：既設石炭火力発電所における混焼。

　バイオマス発電については、経済性や燃料の安定調達面等を
勘案し、石炭火力発電所におけるバイオマス混焼に取り組んで
います。また、グループ会社のみやざきバイオマスリサイクル（株）
によるバイオマス（

けいふん

鶏糞）発電の実施や、バイオマス発電・廃棄物
発電事業者からの電力購入を通じて普及促進に努めています。
　

れい

苓 
ほく

北発電所（熊本県苓北町）では、国内の未利用森林資源
（林地残材等）を利用した木質バイオマス混焼発電実証事業※１

を2010～2014年度にかけて実施し、2015年度以降も運用
を継続しています。この取組みにより、2015年度は約6,200ト
ン※2のCO2排出量を抑制しました。 
　また、電源開発（株）他と共同で、熊本市が公募した「下水
汚泥固形燃料化事業」に参画しています。2013年4月から
燃料製造を開始し、製造した燃料化物は当社

まつうら

松浦発電所と
電源開発（株）松浦火力発電所（ともに長崎県松浦市）で、石
炭と混焼しています。この事業により、2015年度は約1,200
トン※3のCO2排出量を抑制しました。

松浦発電所の下水汚泥バイオマス混焼

苓北発電所の木質バイオマス混焼

>> バイオマス
>>木質（バイオマス）
>> 一般廃棄物

>> 下水汚泥（バイオマス）
>> メガソーラー
>> 利用率

>> 再生可能エネルギー
>> スマートグリッド
>> 蓄電池

>> 系統
用語集をご覧ください

　再生可能エネルギーが大量に普及した場合においても、
高品質、高信頼度かつ効率的な電力供給の維持が可能とな
るスマートグリッドの構築を目指し、佐賀県玄 海町、鹿児島
県薩 摩 川 内市において、電力需給面の課題の抽出と技術的
な検証を目的とした実証試験を実施しています（2013年10
月～2017年3月（予定））。

佐賀県玄海町の実証試験設備
＜太陽光発電設備(屋根設置)＞

再生可能エネルギー受入れへの対応
　電力の安定供給を前提として、各種再生可能エネルギーの特徴を活かしながら、再生可能エネルギーをバランスよく最大限
受け入れていきます。
　このため、天候によって大きく変動する再生可能エネルギーの出力に対応した需給運用方策の検討、実施に取り組んでいます。

設 置 設 備

実 施 場 所

実 証 期 間

実証試験の概要

・佐賀県 玄海町　　・鹿児島県 薩摩川内市

・2013年10月～ 2017年3月（予定）

・太陽光発電設備  ・蓄電池  ・模擬配電設備
・お客さまの電力使用量の表示端末 など

＜需給面＞
・太陽光発電の出力予測手法の検証
・系統用蓄電池の最適な制御手法の検証

＜電圧面＞
・模擬配電設備を用いた電圧制御方式の最適化の検証
・配電線単位の太陽光出力の把握と予測手法の確立

＜お客さま面＞
・電力使用抑制効果の検証（一般家庭のモニター実証）
　・電力使用量の計測、収集
　・電力使用量等の「見える化」

試 験 内 容
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内市におけるスマートグリッド実証試験※4 ※4
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http://www.kyuden.co.jp/megasolar-monitor/MegaSolar_Omuta.html

